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各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー May（皐月）5月5月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

6

3

10

17

24

31

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

大
島
の
安
全
を

　
　
守
る
た
め

＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
4
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,457世帯
780 〃 
458 〃 
225 〃 
328 〃 

1,036 〃 
420 〃 

4,704世帯
4,730世帯

2,650人
1,430〃　   
878〃　
408〃　
562〃　
1,767〃　
648〃　

8,343人
8,483人

大島町の世帯と人口
（24・4・1）

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所（～16日）

御神火温泉休館御神火温泉休館

5月30日は
ごみゼロの日！

ごみの減量化と
環境美化に努めましょう!

行政相談 農業委員会

軽自動車税・
固定資産税第１期
　　　　　納付期限

バレーボール大会
　　　（婦人の部）

ゲートボール大会
海ふる自然教室

火山博物館休館 法律相談火山博物館休館

（6月）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4
北・野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

波

波

波

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

波

海・大

海・大

南部

南部

北部

海・大北部

海・大

海・大

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

広
報
19
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、

　
　
　
　
　
安
全
に
観
察
し
ま
し
ょ
う
！

　ウルトラランニングの取材をしていた
時のこと。フルマラソン以上の距離を走
るこの大会では、選手が互いに励まし合
って共にゴールを目指していました。普通
のマラソン大会ならばライバル同士のは
ずです。カメラを向けると笑顔をみせてく
れた選手たち。見ている者の心にも多く
のことを伝えてくれました。㋐

5
月
21
日
（
月
）
の
朝
　
金
環
日
食
を
見
よ
う

みどりの日
こども
の日

憲法
記念日

燃やせるゴミ
全地区収集

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

大島町消
防団

合同訓練
大島町消

防団

合同訓練



2広報おおしま平成24年5月号

　
3
月
31
日
、
内
閣
府
中
央
防
災
会
議

（
有
識
者
検
討
会
）
が
、「
南
海
ト
ラ
フ
」

を
震
源
と
す
る
関
東
か
ら
四
国
ま
で
の
範

囲
で
巨
大
地
震
が
起
き
た
場
合
の
、
震
度

や
津
波
高
の
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
15
年
に
公
表
し

た
津
波
高
の
想
定
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
島
し
ょ
部
で
は
新
島
の
29
・
７
メ

ー
ト
ル
（
前
回
の
5
・
5
倍
）
を
最
大
に
、

大
島
は
16
・
2
メ
ー
ト
ル
（
前
回
の
約

4
・
6
倍
）
の
津
波
が
到
達
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　
政
府
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
人
的
・

物
的
な
被
害
予
想
を
近
く
発
表
し
、
来
春

ま
で
に
対
策
を
ま
と
め
る
方
針
と
の
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
4
月
18
日
の
東
京
都
防
災
会
議

に
お
い
て
、
首
都
直
下
型
地
震
に
よ
る
東

京
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
東
京
都
地
域
防
災
計
画
を

秋
頃
ま
で
に
は
見
直
す
と
の
こ
と
で
す
。
大

島
町
で
も
国
・
東
京
都
と
連
携
し
て
大
島
町

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

　
　
ま
ず
高
台
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
20
年
に
修
正
さ
れ
た
「
大
島
町
地

域
防
災
計
画
」
の
「
津
波
対
策
編
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
波
は
、
強
い
地
震
（
震
度
4
程
度
以

上
）
や
、
弱
い
地
震
で
も
長
い
時
間
揺
れ

を
感
じ
た
と
き
に
襲
っ
て
く
る
危
険
が
あ

る
。
ま
た
、
地
震
の
震
源
が
陸
地
に
近
い

場
合
、
津
波
注
意
報
・
警
報
が
発
表
さ
れ

る
前
に
津
波
が
来
襲
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
強
い
地
震
（
震
度
4
程
度

以
上
）
等
を
感
じ
た
と
き
は
、
自
主
防
災

組
織
の
一
時
集
合
場
所
で
は
な
く
、
ま
ず

地
域
内
の
高
い
場
所
（
高
台
）
に
避
難
し
、

そ
の
後
、
各
地
区
の
指
定
さ
れ
た
避
難
場

所
へ
と
避
難
す
る
も
の
と
す
る
。

　
町
で
は
、
よ
り
具
体
的
な
避
難
計
画
と

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
地
震
を
感
じ

た
時
は
„
ま
ず
高
台
に
逃
げ
る“
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

中央防災会議　南海トラフ地震の予測を発表

大島の津波高 16.2メートル！
前回想定の4.6倍！

島しょ部における震度・津波高の想定

岩手県大槌町
（平成23年6月18日撮影）

平成15年想定平成24年想定
町　　村

津波高 震　度

大島町

利島村

新島村

神津島村

三宅村

御蔵島村

八丈島

青ヶ島村

小笠原村

16.2

16.0

29.7

23.0

17.9

8.2

16.0

13.2

19.6

5強

5強

5強

5強

5強

5弱

4

4

－

津波高 震　度

3.5

3.8

5.4

4.9

3.3

2.4

5.6

3.6

9.7

5弱

5弱

5弱

5弱

4

4

4

3

－



3 広報おおしま 平成24年5月号

　
3
・
11
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
昨

年
は
、
昭
和
61
年
伊
豆
大
島
噴
火
・
全
島

民
避
難
か
ら
25
年
の
年
で
あ
り
、
防
災
意

識
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
時
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
地
域
防
災
連
絡
会

（
8
ヵ
所
）
、
住
民
懇
談
会
（
10
ヵ
所
）
、

住
民
説
明
会
（
3
ヵ
所
）
に
加
え
、
専
門

家
に
よ
る
2
回
の
防
災
講
演
会
を
開
く
と

共
に
、
校
長
会
・
婦
人
会
・
民
生
児
童
委

員
協
議
会
等
と
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
平
成

24
年
度
を
„
防
災
元
年
“
と
位
置
づ
け

次
の
よ
う
な
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
実
務
者
会
議

　
町
役
場
・
消
防
本
部
・
支
庁
・
大
島
警

察
署
・
火
山
防
災
連
絡
事
務
所
・
消
防
団

に
よ
る
防
災
実
務
者
会
議
を
立
ち
上
げ
、

高
台
へ
の
避
難
場
所
の
修
正
、
津
波
注
意

喚
起
用
の
標
高
表
示
杭
・
避
難
経
路
案
内

板
の
設
置
場
所
の
決
定
等
を
行
い
ま
す
。

防
災
計
画
修
正
検
討
委
員
会

　
2
人
の
専
門
家
を
加
え
た
大
島
町
防
災

計
画
修
正
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
防

災
実
務
者
会
議
が
見
直
し
た
計
画
案
を
調

査
修
正
し
ま
す
。
地
震
・
津
波
は
も
と
よ

り
、
噴
火
を
含
め
た
全
般
的
見
直
し
を
図

り
、
最
終
案
は
「
大
島
町
防
災
会
議
」
に

て
承
認
後
、
東
京
都
・
国
に
提
出
し
、
新

た
な
防
災
計
画
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
実
施
す
る
予
定
で
す

①
新
た
な
津
波
避
難
集
合
場
所
を
設
定
し
、

　
集
合
場
所
案
内
杭
・
標
高
表
示
杭
・
避

　
難
経
路
案
内
板
等
を
設
置
し
ま
す
。

②
備
蓄
庫
の
整
理
・
補
充
等
を
行
い
ま
す
。

　
本
土
災
害
の
際
は
自
力
で
2
〜
3
日
過

　
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
考
え

　
ら
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
約

　
3
7
，
0
0
0
食
分
の
非
常
食
料
を
追

　
加
購
入
し
、
約
5
1
，
0
0
0
食
を
用

　
意
し
ま
す
。

③
自
主
防
災
組
織
の
再
編
（
高
齢
化
等
に

　
よ
る
班
長
等
不
在
地
区
の
補
充
整
理
）

　
を
行
い
ま
す
。

④
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
を
当
面
1
，

　
0
0
0
台
購
入
し
ま
す
。
海
岸
近
く
の

　
世
帯
か
ら
調
査
し
、
新
機
種
の
製
造
を

　
待
っ
て
年
末
く
ら
い
か
ら
配
布
（
貸

　
与
）
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
世
帯
も
随

　
時
調
査
し
て
配
布
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
災
害
予
測
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を

　
含
む
「
防
災
手
帳
」
（
仮
称
）
を
新
た

　
に
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

⑥
災
害
弱
者
・
要
保
護
者
等
の
把
握
と
対

　
策
、
学
校
・
福
祉
施
設
等
の
対
策
を
強

　
化
し
ま
す
。

⑦
11
月
21
日
の
大
島
町
防
災
の
日
は
、
実

町の防災対策の現状

平成24年度を
　　「防災元年」と位置づけ、
本格的な“防災立島”を構築します！

　
際
の
被
害
を
想
定
し
た
「
防
災
訓
練
」

　
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
た
め
の
準

　
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
総
務
課
防
災
係

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
3

火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
24
年
3
月
の
概
況
﹈

　
火
山
性
地
震
の
回
数
は
少
な
く
、
地
震

活
動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
、

三
原
山
周
辺
の
浅
い
と
こ
ろ
に
分
布
し
ま

し
た
。

　
21
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
は
、
山

頂
火
口
内
の
地
表
面
温
度
や
周
辺
の
噴
気

温
度
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
連
続
観
測
で
は
、

地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
島
全
体
の
長
期
的
な
膨
張
傾
向

が
継
続
し
て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は
平
成

23
年
10
月
以
降
伸
び
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま

し
た
が
、
１
月
以
降
伸
び
の
傾
向
が
鈍
化

し
て
い
ま
す
。
三
原
山
周
辺
に
影
響
を
及

ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
1
6
6



4広報おおしま平成24年5月号

　
今
年
も
5
月
１
日
〜
31

日
に
赤
十
字
会
員
（
社

員
）
募
集
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
赤
十
字
会
員
（
社
員
）

と
は
、
毎
年
継
続
し
て

5
0
0
円
以
上
の
会
費

赤
十
字
会
員（
社
員
）募
集
運
動

子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手
当
へ

五島をつなぐ　～支庁の窓～

　みなさんにとって身近なようで遠い存在、納めてはいるけれ
ど、よく知らない。そんな都税についてのミニ知識です。
　税金は大きく、国税・都（道府県）税・市町村税に分類されま
す。このうち、支庁で扱うものが＜都税＞です。都税には、事業
を行っている人にかかる「事業税」、自動車を所有している人に
かかる「自動車税」などがあります。
　都税に関する主な仕事には①都税を課す仕事（課税）として、
自分で商売をしている方に行っていただく確定申告やお持ちの自
動車の大きさなどをもとに税金の額を決めます。次に②都税を納
めていただく仕事（納税・徴収）では、支庁の窓口で納税に関す
る相談を受けたり、定められた期限までに税金を納めない人に対
しては、電話や文書などで納税をお願いし、それでも納税されな
い場合には、財産（預金・給料・不動産など）を差し押さえて、
強制的に税金に充てることになります。
　納めていただいた税金は、普段みなさんが利用している道路や
港の整備など、みなさんの暮らしを支えるために使われていま
す。税金は社会の一員として暮らしていく上での会費のようなも
ので、みなさんに公平に負担していただくことが原則です。

　
平
成
24
年
3
月
で
子
ど
も
手
当
は
終
了

と
な
り
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
児
童
手
当

法
に
よ
る
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
3
月
分
ま
で
受
給
し
て
お
り

4
月
１
日
時
点
で
大
島
町
に
住
所
を
有
す

る
方
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
申
請
手
続
き

は
不
要
で
す
。

﹇
所
得
制
限
実
施
﹈

　
平
成
24
年
6
月
分
（
10
月
支
給
）
よ
り

﹇
所
得
制
限
額
﹈

　
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
世
帯
の
場
合

　
生
計
中
心
者
の
収
入
が
9
6
0
万
円

﹇
所
得
制
限
以
上
の
場
合
の
手
当
額
﹈

　
当
分
の
間
の
特
例
給
付
と
し
て

　
中
学
校
修
了
前
の
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
5
，
0
0
0
円

﹇
現
況
届
﹈

　
平
成
24
年
6
月
分
以
降
の
児
童
手
の
認

定
に
つ
い
て
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

﹇
注
意
﹈

・
出
生
に
伴
う
新
規
・
増
額
、
転
入
に
よ

　
る
新
規
の
場
合
は
、
15
日
以
内
の
申
請

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
公
務
員
の
方
は
所
属
庁
へ
の
申
請
と
な

　
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

No.3

5月は自動車税の納期です
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

税
　
　
目

軽
自
動
車
税

固定資産税国 民 健 康 保 険 税 町 都 民 税

期
　
別

全
　
期

第
1
期

第
2
期

第
3
期

第
4
期

第
1
期

第
2
期

第
3
期

第
4
期

第
1
期

第
2
期

第
3
期

第
4
期

第
5
期

第
6
期

第
7
期

第
8
期

第
9
期

第
10
期

平
成
24
年
5
月
31
日

平
成
24
年
5
月
31
日

平
成
24
年
7
月
31
日

平
成
24
年
12
月
25
日

平
成
25
年
2
月
28
日

平
成
24
年
7
月
2
日

平
成
24
年
8
月
31
日

平
成
24
年
10
月
31
日

平
成
25
年
1
月
31
日

平
成
24
年
7
月
2
日

平
成
24
年
7
月
31
日

平
成
24
年
8
月
31
日

平
成
24
年
10
月
1
日

平
成
24
年
10
月
31
日

平
成
24
年
11
月
30
日

平
成
24
年
12
月
25
日

平
成
25
年
1
月
31
日

平
成
25
年
2
月
28
日

平
成
25
年
4
月
1
日

納
付
期
限
日

平
成
24
年
度
　
税
目
別
納
付
期
限
日

（
社
費
）
を
日
本
赤
十
字
社
へ
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
々
の
こ
と
で
す
。

　
昨
年
大
島
町
で
は
、

　
1
，
5
8
7
，
7
6
8
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
各
地
区
の
婦
人
会
会
員
が
募

金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご協力を
お願いします
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平
成
24
年
7
月
9
日
か
ら
新
た
な
在
留

管
理
制
度
の
導
入
と
住
民
基
本
台
帳
法
の

改
正
に
よ
り
、
外
国
人
の
方
に
関
す
る
登

録
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
7
月
9
日
に
外
国
人
登
録
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人
住
民
の
方
も
住

民
基
本
台
帳
法
の
対
象
と
な
り
住
民
票
が

作
成
さ
れ
ま
す
。

　
住
民
票
の
作
成
対
象
者
は
、
適
法
に
3

カ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国
人
の
方

（
中
長
期
在
留
者
）
や
特
別
永
住
者
の
方

な
ど
で
す
。

　
平
成
24
年
5
月
以
降
に
、
対
象
者
へ

「
仮
住
民
票
」
（
住
民
票
の
基
と
な
る
も

の
）
を
郵
送
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

　
仮
住
民
票
に
は
外
国
人
登
録
情
報
を
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
従
来
の
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
代

外
国
人
住
民
の
方
に
も

　
　
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

「
在
留
カ
ー
ド
」ま
た
は

「
特
別
永
住
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す

対
象
者
へ「
仮
住
民
票
」を

　
　
　
　
　
　
　
通
知
し
ま
す

わ
り
、
中
長
期
在
留
者
の
方
に
は
「
在
留

カ
ー
ド
」
、
特
別
永
住
者
の
方
に
は
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は
新
制
度
施

　
行
後
も
有
効
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
切
替

　
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
法
務
省
入
国
管
理
局
・
外
国
人
在
留

　
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
3
（
5
7
9
6
）
7
1
1
2

　
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト

　h
ttp
://w
w
w
.im
m
i-m
o
j.g
o
.jp
/

　
　
　
　
　
　
　
　n

e
w
im
m
ia
c
t_1

大
島
町
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
方
へ

　
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
で
は
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
ひ
き
こ
も

り
等
の
状
態
に
あ
る
本
人
や
家
族
の
相
談
を
受
け
る
相
談
窓
口
「
東
京
都

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
4
月
１
日
か
ら
相
談
電
話
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
新
電
話
番
号
﹈
☎
0
3
（
5
9
7
8
）
2
0
4
3

﹇
受
付
時
間
﹈
月
〜
金
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

﹇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈h

ttp
://w
w
w
.h
ikikom

o
ri-tokyo

.jp
/

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
青
少
年
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
6
0

東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
電
話
番
号
変
更

　
0
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
成
長
に

伴
っ
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
（
心
身
の

発
達
・
非
行
・
し
つ
け
・
性
格
・
虐
待
等
）

に
つ
い
て
の
相
談
・
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

（
予
約
制
で
す
）

﹇
日
時
﹈6
月
12
日（
火
）午
後
1
時
〜
5
時

　
　
　
6
月
13
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
6
月
14
日（
木
）午
前
9
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

﹇
予
約
申
込
﹈5
月
18
日
ま
で（
予
約
制
）

﹇
実
施
機
関
﹈東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）2
3
8
1

春
の
児
童
　
　

巡
回
相
談
﹇
日
時
﹈

　
5
月
14
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
4
時

　
　
　
15
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
4
時

　
　
　
16
日
（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
１
階

﹇
受
付
﹈
予
約
不
要

　
　
　
　
終
了
時
間
30
分
前
ま
で
受
付

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
法
務
局

　
　
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
☎
0
3
（
5
2
1
3
）
1
3
2
9

　
　
法
人
登
記
部
門
（
商
業
・
法
人
）

　
　
　
☎
0
3
（
5
2
1
3
）
1
3
3
3

特
設
登
記
所

東
京
法
務
局

  

行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

﹇
日
　
時
﹈
5
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
安
本
　
近
志
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狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
年
１
回
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

さ
れ
て
い
る
犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
当
日
ハ
ガ
キ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
会
場
に
お

い
て
犬
の
登
録
手
続
き
も
行
い
ま
す
の
で
、

未
登
録
の
場
合
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
日
時
・
場
所
﹈

5
月
7
日
（
月
）

波
浮
港
出
張
所
　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

勤
労
福
祉
会
館
　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

差
木
地
出
張
所
　
午
後
1
時
〜
2
時

間
伏
文
化
会
館
　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時

野
増
出
張
所
　
　
午
後
3
時
30
分
〜
4
時

5
月
8
日
（
火
）

大
島
町
役
場
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

泉
津
出
張
所
　
　
午
後
1
時
〜
1
時
30
分

岡
田
出
張
所
　
　
午
後
2
時
〜
3
時

込
内
文
化
会
館
　
午
後
3
時
30
分
〜
4
時

5
月
9
日
（
水
）

北
の
山
出
張
所
　
午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
10
時
30
分

大
島
保
健
所
　
　
午
前
11
時
〜
正
午

﹇
料
金
﹈

　
注
射
代
・
・
・
3
，
0
0
0
円

　
注
射
済
票
・
・
・
・
5
5
0
円

　
登
録
代
（
未
登
録
の
場
合
）

　
　
　
　
・
・
・
3
，
0
0
0
円

　
鑑
札
再
交
付
手
数
料

　
　
　
　
・
・
・
1
，
6
0
0
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
生
活
環
境
課
　
　
☎
（
2
）
1
4
8
7

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
台
所
・
風

呂
・
洗
濯
な
ど
の
排
水
（
生
活
雑
排
水
）

を
併
せ
て
処
理
す
る
た
め
、
海
や
川
な
ど

の
水
質
汚
濁
防
止
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
　

　
大
島
町
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

や
清
掃
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
な
い
方
は

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
単
独
処
理

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
合
併
処

理
浄
化
槽
に
早
期
に
切
り
替
え
、
海
や
川

の
水
質
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
13
年
4
月
か
ら
単
独
処
理
浄
化
槽

　
の
設
置
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
生
活
環
境
課
　
☎
（
2
）
1
4
8
7

　
元
町
地
区
に
あ
る
ハ
マ
ン
カ
の

集
積
場
所
で
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
方
の
た
め
に
近
隣
の
方
が
と

て
も
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
場
合
は

閉
鎖
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
排
出
す
る
際
は
必
ず
分

別
を
し
、
指
定
日
の
決
め
ら
れ
た

時
間
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
│
活
動
調
査経済センサスキャラクター

◆
未
回
答
の
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
回
収
を
行
っ

　
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　
町
長
室
　
☎（
2
）1
4
4
4

ひ
ど
い
で
す
！

ハ
マ
ン
カ
の
集
積
場
所

分別をして！

網に穴を
開けないで！
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農
地
を
貸
し
た
い
・

　
　
　  

借
り
た
い
方
へ

　
島
の
農
業
で
「
稼
げ
る
・
暮
ら
せ
る
」

こ
と
を
目
指
し
、
町
と
農
業
委
員
会
で
は

農
地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
耕
作
で
き
な
い
な
ど
で
農
地
を
効
率
的

に
利
用
で
き
な
い
方
と
農
地
を
探
し
て
い

る
方
が
、
期
限
を
定
め
て
農
地
を
貸
借
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
は
農
地
が

有
効
活
用
さ
れ
る
う
え
貸
借
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
農
家
は
営
農
拡
大
に
よ
る

収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
法
律
に

基
づ
く
制
度
で
す
の
で
、
返
還
や
更
新
も

安
心
で
す
。

　
遊
休
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
、
農
地

を
探
し
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
産
業
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

遊休農地があるけれど、
有効活用できないかな？

農地を拡大したいけれど、
どこかにないかな？

下
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
差
木
地
「
神
の
根
」
周
辺
に
植
林
し
た
松

の
下
刈
を
行
い
ま
す
。

　
下
刈
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈6
月
3
日（
日
）午
前
9
時

　
　
　
※
雨
天
中
止

﹇
場
所
﹈差
木
地「
神
の
根
」

　
　
　
　（
案
内
図
A
地
点
）

﹇
集
合
場
所
﹈

　
時
間
ま
で
に
Ｂ
地
点
に
集
合

﹇
持
ち
物
﹈
刈
り
払
い
機
・
鎌
・
ク
マ
デ
等

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

﹇
申
し
込
み
﹈産
業
課
・
各
出
張
所

﹇
締
切
﹈5
月
25
日（
金
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
産
業
課
　
☎（
2
）1
4
4
5

←間伏 クダッチ→都道

熊沢宅

B地点

A地点
案内図

　
循
環
型
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
別

表
の
と
お
り
設
計
お
よ
び
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

循
環
型
施
設
整
備
シ
リ
ー
ズ
⑧

◎
建
設
工
事
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
な
お
、
造
成
に
つ
い
て
は
す
で
に
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
本
体
施
設
概
要

な
ど
の
詳
細
は
、
今
後
設
計
が
完
了
し
だ

い
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大島町循環型施設（焼却施設・汚泥再生処理センター）建設工事
予定表

建設予定地造成工事

循環型施設建設工事

　設計業務・機器製作

　焼却施設

　　　土木建築工事

　　　機械設備工事

　　　試　運　転

　汚泥再生処理センター

　　　土木建築工事

　　　機械設備工事

　　　試　運　転

　外構工事

4月 11月



8広報おおしま平成24年5月号

　
3
回
目
（
最
終
回
）
と
な
る
今
回
は
、

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
を
中
心
に
説
明

し
ま
す
。

　　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
「
認
定
申
請
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
後
、
訪
問
調
査
や
主
治
医
の
意
見

書
を
基
に
し
て
、
約
１
カ
月
で
本
人
の
状

態
に
応
じ
た
介
護
度
（
要
支
援
1
・
2
、

要
介
護
１
〜
5
）
が
判
定
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
介
護
度
に
応
じ
た
各
種
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
本
人
の
状
態
が
良
好
で
あ
る
場
合
に
は

　
「
非
該
当
」
と
判
定
さ
れ
、
介
護
サ
ー

　
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
第
2
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜
64
歳
）
の

　
方
は
「
特
定
疾
病
」
に
該
当
す
る
場
合
の

　
み
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
施

設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
在
宅
系
サ

ー
ビ
ス
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
「
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
施

設
（
大
島
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
す
な
ろ
）
と
直
接
契

約
し
て
入
所
し
、
施
設
で
生
活
し
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　
「
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
通
う

な
ど
、
主
に
自
宅
等
で
生
活
し
な
が
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
法
で
す
。
利
用
の

際
は
事
前
に
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
）
」
の
作
成
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
た
め

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
契
約
し
て
代
行
（
無
料
）
し
て
も
ら

い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て

「
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
困
り

ご
と
や
介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
、
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定

に
関
す
る
申
請
代
行
な
ど
も
行
い
ま
す
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は

「
要
介
護
認
定
申
請
」が
必
要
で
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」
と

　
　
　
　
　
「
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
」

大
島
町
の
介
護
保
険
❸

認
定
結
果
通
知

要介護認定申請からサービス利用までの流れ

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

非該当と
判定された方

要支援
1・2の方

要介護
1～5の方

二次判定一次判定申　請

在宅系サービス利用

介護予防プログラム参加

施設・居住系サービス利用 施設と契約して入所

地域包括支援
センターへ依頼

居宅支援事業所
へ依頼

申
請
か
ら
約
1
ヵ
月
で「
認
定
結
果
通
知
書
」と「
介
護
保
険
証
」が
届
き
ま
す
。

はじめに
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で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
0
0
6
8

　
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
心
身
は
少
し
ず

つ
衰
え
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
衰
え
が

大
き
く
な
る
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
止
す

る
た
め
に
、
大
島
町
で
は
「
介
護
予
防
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の

方
で
も
参
加
で
き
る
教
室
や
、
介
護
状
態

に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
や
電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24

〜
26
年
度
）
で
は
「
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
高
齢
者
に
関
す
る
施
策
を
推

進
し
、
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
第
5
期
で
は
保
険
料
基
準
額
を
値
上
げ

し
5
，
3
6
0
円
と
な
り
ま
す
。
制
度
改

正
に
伴
う
報
酬
改
定
や
高
齢
化
に
よ
る
認

定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
保
険
給
付
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、
第

4
期
事
業
計
画
期
間
中
の
赤
字
額
（
約
4

千
6
百
万
円
）
も
加
算
さ
れ
た
こ
と
が
主

な
原
因
で
す
。
制
度
の
安
定
的
な
維
持
の

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
ょ
う

第
5
期
介
護
保
険
事
業

体と頭の健康教室
　～ボールを使って体と頭をきたえます～

［日程］5月14日（月）・  28日（月）
　　　　6月11日（月）・  25日（月）
　　　　7月 9 日（月）・  23日（月）
［場所・時間］泉津公民館　午前10時～11時30分
　　　　　　　野増公民館　午後1時30分～3時
［講師］新井恵子

おどり介護予防教室
　～踊りながら足腰きたえましょう～

［日程］5月10日（木）・  24日（木）
　　　　6月14日（木）・  28日（木）
　　　　7月12日（木）・  26日（木）
［場所・時間］開発総合センター
　　　　　　　午後1時30分～3時
［講師］櫻内満知子

エアロビ・シルバー教室
　～リズムに乗って動きましょう～

［日程］5月9日（水）・  23日（水）
　　　　6月6日（水）・  20日（水）
　　　　7月4日（水）・  18日（水）
［場所・時間］間伏文化会館　
　　　　　　　午後1時30分～3時
［講師］川島恵子

［対象］65歳以上の方
［最小実施人数］各地区3人より
［申し込み・問い合わせ］
　　　　住民課介護保険係　☎（2）1462

介 護 予 防 教 室

俺はこれに
決めたよ

ソロソロ
自分の事も
考えなくちゃ
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該
当
年
齢
の
女
性
を
対
象
に
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
の

受
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

﹇
実
施
期
間
﹈6
月
1
日
〜
12
月
28
日

﹇
契
約
医
療
機
関
﹈・
医
療
セ
ン
タ
ー（
子
宮
頸
が
ん
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
・
㈶
東
京
都
予
防
医
学
協
会

 
﹇
対
象
﹈平
成
24
年
4
月
20
日
現
在
、大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
該
当
年
齢
の
女
性

《
子
宮
頸
が
ん
検
診
》

　
　
　
20
歳（
H
3
･
4
・
2
〜
H
4
・
4
・
1
生
）

　
　
　
25
歳（
S
61
・
4
・
2
〜
S
62
・
4
・
1
生
）

　
　
　
30
歳（
S
56
・
4
・
2
〜
S
57
・
4
・
1
生
）

　
　
　
35
歳（
S
51
・
4
・
2
〜
S
52
・
4
・
1
生
）

　
　
　
40
歳（
S
46
・
4
・
2
〜
S
47
・
4
・
1
生
）

《
乳
が
ん
検
診
》

　
　
　
40
歳（
S
46
・
4
・
2
〜
S
47
・
4
・
1
生
）

　
　
　
45
歳（
S
41
・
4
・
2
〜
S
42
・
4
・
1
生
）

　
　
　
50
歳（
S
36
・
4
・
2
〜
S
37
・
4
・
1
生
）

　
　
　

55
歳（
S
31
・
4
・
2
〜
S
32
・
4
・
1
生
）

　
　
　
60
歳（
S
26
・
4
・
2
〜
S
27
・
4
・
1
生
）

※
乳
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
6
月
に
島
内
で
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
に
も
利
用

　
で
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
　
☎（
2
）8
1
4
1

　
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
乳
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
も
利
用
で
き
ま
す
。

﹇
日
程
﹈6
月
22
日（
金
）〜
27
日（
水
）

﹇
場
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
対
象
﹈

　
大
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
30
歳
以
上
の
女

性
で
、
平
成
24
年
4
月
１
日
現
在
で
偶
数
年
齢

の
方
、
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
受
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
さ
れ
た
方

﹇
検
査
方
法
﹈乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
視
触
診

﹇
自
己
負
担
額
﹈2
，0
0
0
円

﹇
申
込
方
法
﹈全
予
約
制（
電
話
予
約
）

　
　
　
　
　
5
月
14
日（
月
）〜
6
月
15
日（
金
）

※
マ
ン
モ
検
診
は
国
の
指
針
に
よ
り
2
年
に
１

　
回
の
受
診
間
隔
で
す
が
、
毎
月
・
毎
年
受
診

　
し
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
有
効
性
が
示
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
毎
月
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

　
も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
検
診
を
待
た

　
ず
に
、
す
ぐ
に
乳
腺
外
来
の
あ
る
医
療
機
関

　
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）8
1
4
1

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

乳

が

ん

検

診

　
大
島
町
で
は
引
き
続
き
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
4
月
の
測
定
結
果
﹈

　
大
気
（
定
点
お
よ
び
泉
津
・
北
の

山
の
重
点
測
定
）
と
水
道
水
を
測
定

し
た
結
果
、
す
べ
て
に
お
い
て
国
の

基
準
値
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
詳
し
い
測
定
結
果
は
大
島
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
防
災
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
新
基
準
値
﹈

　
4
月
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基

準
値
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
一
般
食
品
　
　
　
　
　
100 

Bq
／
㎏

・
牛
乳
・
乳
児
用
食
品
　
50 

Bq
／
㎏

・
飲
料
水
　
　
　
　
　
　
10 

Bq
／
㎏

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
総
務
課
防
災
係

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
3

放
射
性
物
質
濃
度

測
定
結
果

対象者には 5月中に受診方法・
検診手帳・クーポン券を送付
します。
届かない場合はご連絡くださ
い。
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相
　
　
　
　
　
　
　
　
談

健
　
診

予
防
接
種

こころの健康相談

糖尿病予防栄養相談

栄養・食生活相談

メタボ予防栄養相談

歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

お口の何でも歯科相談

健康相談

6・9ケ月児健診

16・30日は離乳食相談、2・9・23日は保健相談あり

定期（三種混合・二種混合・麻疹・風疹・日本脳炎）

任意（ヒブ・肺炎球菌・子宮頸がん  など）

けんこうセンター（相談）　　　☎（2）8141

医療センター（健診・予防接種）☎（2）2346

前田内科クリニック（予防接種）☎（2）7700

保健師へご連絡ください

15日（火）

23日（水）

24日（木）

16日（水）・その他

17日（木）・その他

23日（水）・その他

ご連絡ください

毎週水曜日

5 月 の 予 定

ア
ス
パ
ラ
と
卵
の
ふ
わ
ふ
わ
炒
め

　
大
島
町
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
集
団

接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
5
月
7
日
（
月
）

　
受
付
　
午
後
2
時
20
分
〜
2
時
50
分

　
5
月
14
日
（
月
）

　
受
付
　
午
後
１
時
20
分
〜
1
時
50
分

　
5
月
21
日
（
月
）

　
受
付
　
午
後
１
時
20
分
〜
1
時
50
分

﹇
場
所
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

﹇
対
象
者
﹈

　
生
後
3
ヵ
月
以
上

　
　
　
　
　
　
　
〜
7
歳
6
ヵ
月
未
満

※
対
象
者
に
は
約
2
週
間
前
ま
で
に
郵

　
送
に
て
通
知
し
て
い
ま
す
。
2
回
接

　
種
完
了
し
て
い
な
い
方
で
、
通
知
が

　
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
8
1
4
1

﹇
材
料（
2
人
分
）﹈

・
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
　
2
本

・
ツ
ナ
缶（
75
ｇ
）　
　
　
１
缶

・
卵
　
　
　
　
　
　
　
　
2
個

・
水
　
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
2

・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
　
　
　
大
さ
じ
１

・
塩
　
　
　
　
　
　
　
　
少
々

・
サ
ラ
ダ
油
　
　
　
　
　
大
さ
じ
１
弱

・
サ
ラ
ダ
菜
か
レ
タ
ス
　
2
枚

・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
　
　
　
　
適
量

﹇
作
り
方
﹈

①
ア
ス
パ
ラ
は
硬
い
と
こ
ろ
を
と
り
、斜
め

　
に
3
㎝
位
に
切
り
、さ
っ
と
茹
で
て
お
く
。

　
ツ
ナ
は
油
を
き
っ
て
お
く
。

②
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
水
で
と
い
て
お
く
。卵

　
を
割
り
ほ
ぐ
し
塩
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
入

　
れ
、泡
立
て
器
で
よ
く
混
ぜ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、卵
を

　
ふ
わ
っ
と
炒
め
、取
り
だ
す
。フ
ラ
イ
パ
ン

　
で
ア
ス
パ
ラ
と
ツ
ナ
を
炒
め
火
が
通
っ
た

　
ら
卵
を
も
ど
し
て
ひ
と
混
ぜ
す
る
。

④
お
皿
に
サ
ラ
ダ
菜
を
し
き
、盛
り
付
け
て

　
お
好
み
で
ケ
チ
ャ
プ
を
添
え
る
。

﹇
栄
養
価（
１
人
分
）﹈

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
2
2
3
kcal

・
蛋
白
質
　
　
　
6
・
9
ｇ

・
脂
質
　
　
　
　
17
・
7
ｇ

・
カ
ル
シ
ウ
ム
　
56 

㎎

・
塩
分
　
　
　
　
0
・
6
ｇ

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

親子で歯科健診（無料）

くれよん相談♥（無料）

［日　時］5月9日（水）予約不要
　　　　　午前9時30分～10時　受付
［場　所］けんこうセンター
［持ち物］母子手帳
［対象者］① 0歳児～未就学児　②保護者
［内　容］・歯科医師による健診・相談
　　　　   ・歯科衛生士による予防・相談
　　　　　　　　　　　　　（保護者は後日）

 ★すでに虫歯がある子も大歓迎です。 
 ★赤ちゃんの歯はどうやって磨けばよいの？
　　　　　　　　　　　　  担当：歯科衛生士

［日　程］5月29日（火）・30日（水） 予約制
［場　所］けんこうセンター
［対　象］乳幼児と保護者など
［持ち物］母子手帳
　♥臨床心理士の先生が来島します
　※詳細はお問い合わせください。 担当：保健師

若い今からコツをつかんで、
歯周病と入れ歯を
バッチリ予防しよう

　
今
年
の
夏
も
ど
う
や
ら
暑
く
な
り
そ
う

で
す
。
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

日
々
の
疲
労
を
た
め
込
ま
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
食
事
も
大
切
で
す
！

　
ポ
イ
ン
ト
は
炭
水
化
物
の
代
謝
を
促
す

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
（
豚
肉
・
鶏
肉
・
魚
介
な

ど
に
豊
富
）
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
や
ミ
ネ
ラ
ル
も

た
ん
ぱ
く
質
と
組
み
合
わ
せ
る
と
免
疫
力

が
高
ま
り
ま
す
。

　
夏
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
ば
か
り
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
、
夏
バ
テ
予

防
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
大
島
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

イ
サ
キ
の
ム
ニ
エ
ル

ラ
タ
ト
ゥ
ユ
添
え

﹇
材
料
﹈
（
１
人
分
）

・
イ
サ
キ
　
　
　
　
　
60
ｇ

・
塩
・
こ
し
ょ
う
　
　
少
々

・
薄
力
粉
　
　
　
　
　
５
ｇ

・
植
物
油
　
　
　
　
　
１
ｇ

・
バ
タ
ー
　
　
　
　
　
５
ｇ

・
ナ
ス
　
　
　
　
　
　
10
ｇ

簡
単
＊
春
レ
シ
ピ
＊

子
ど
も
で
も
作
れ
る
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（
　
）
は
前
所
属

■
異
動
等
（
4
月
１
日
付
）

課
長
級
▼
税
務
課
長
　
石
井
一
英
（
給
食

セ
ン
タ
ー
場
長
）
▼
水
道
課
長
　
岩
崎
薫

（
生
活
環
境
課
長
）
▼
生
活
環
境
課
長
　

橘
田
竹
弘
（
生
活
環
境
課
循
環
型
施
設
整

備
担
当
主
幹
）
昇
任

係
長
級
▼
総
務
課
防
災
係
長
　
金
子
義
彦

（
観
光
商
工
課
）
▼
総
務
課
契
約
担
当
主

査
　
澤
田
義
雄
（
税
務
課
）
▼
税
務
課
固

定
資
産
税
担
当
主
査
　
藤
井
充
（
総
務

課
）
▼
福
祉
け
ん
こ
う
課
福
祉
医
療
係
長

　
高
橋
義
徳
（
住
民
課
）
▼
住
民
課
介
護

保
険
係
長
　
梅
田
利
広
（
住
民
課
）
昇
任

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
　
藤
井
貫
人

（
福
祉
け
ん
こ
う
課
）
▼
観
光
商
工
課
施

設
管
理
係
長
　
柏
木
賢
（
税
務
課
）
昇
格

▼
国
体
対
策
室
業
務
係
長
　
高
橋
弘
昌

（
国
体
対
策
室
）
昇
格

主
任
級
▼
生
活
環
境
課
　
川
島
正
憲
（
総

務
課
）

一
般
職
▼
総
務
課
　
土
屋
ひ
ろ
み
（
福
祉

け
ん
こ
う
課
）
▼
国
体
対
策
室
　
岩
崎
悠

希
（
総
務
課
）
▼
住
民
課
　
立
木
嘉
代

（
福
祉
け
ん
こ
う
課
）
▼
福
祉
け
ん
こ
う

課
　
町
田
麻
衣
（
住
民
課
）
▼
教
育
文
化

課
　
宮
本
喜
義
（
福
祉
け
ん
こ
う
課
）

■
昇
格
の
み
（
4
月
１
日
付
）

統
括
係
長
級
▼
総
務
課
文
書
係
長
　
望
月

和
弘
▼
総
務
課
差
木
地
出
張
所
長
　
白
井

豊
▼
総
務
課
庶
務
係
長
　
下
村
優
▼
町
長

大
島
町
職
員
人
事
室
振
興
企
画
係
長
　
野
村
昌
宏
▼
税
務
課

課
税
係
長
　
小
蔦
浩
司
▼
福
祉
け
ん
こ
う

課
元
町
保
育
園
長
　
白
井
利
美

主
任
級
▼
町
長
室
　
新
井
淳
子
▼
産
業
課

山
田
貴
訓
▼
消
防
本
部
　
内
田
大
地

■
新
規
採
用
（
4
月
１
日
付
）

▼
住
民
課
　
秋
元
海
愛
▼
国
体
対
策
室
　

白
井
嵩
人
▼
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
川
村
明

日
香
▼
消
防
本
部
　
日
髙
裕
紀
也
▼
消
防

本
部
　
佐
藤
陸

■
再
任
用
（
4
月
１
日
付
）

▼
住
民
課
　
林
知
子

■
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

▼
伊
藤
美
智
子
▼
小
林
茂
▼
常
川
こ
と

▼
長
嶋
和
行
▼
沖
山
明
美
▼
大
山
香
代

住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する公表
住民基本台帳法に基づき、閲覧の状況について公表します。

［問い合わせ］住民課住民戸籍係　☎（2）1448

申出者の氏名
（法人名および代表者名）

閲覧の範囲
①地区　②生年月日

①元町地区（北の山地区を除く）
②昭和22年4月2日～
　　　　　　　昭和23年4月1日

大島町老人クラブ
元町明治会連合協議会　
　会長　柳瀬　治男

利用目的・概要 閲覧年月日

新規会員
入会勧奨のため

平成24年
　 １月20日

新
規
採
用
の
皆
さ
ん

川　村 秋　元

日　髙佐　藤 白　井

お気軽に
ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
5
月
9
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
6
月
13
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈ 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　 

☎
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談
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東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る

方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た

時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無

料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
4
時

※
当
日
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ

　
う
事
前
の
予
約
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9

　
時
〜
午
後
5
時
（
祝
祭
日
除
く
）
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
の
声
課

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

﹇
お
題
﹈

　
「
立
」
熟
語
や
訓
読
に
し
て
も

　
　
　
　
　
　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
書
式
﹈

　
半
紙
（
24
㎝
×
33
㎝
）
に
毛
筆
で
自
書

﹇
締
め
切
り
﹈

　
9
月
30
日
（
日
）
消
印
有
効

﹇
あ
て
先
﹈

　
〒
1
0
0
│

8
1
1
1
　
宮
内
庁

　
※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　h

ttp
://w
w
w
.ku
n
aich

o.go
.jp
/

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

　
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

5 月の相談日

月・水・金

休

11

18

25

2

9

16

23

30

7

14

21

28

﹇
島
内（
来
庁
者
等
）﹈

▼
3
月
10
日
第
3
回
伊
豆
大
島
海
洋
深
層

水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▼
11
日
交
通
安
全
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
／
波
浮
の
港
を
愛
す
る
会

植
樹
祭
▼
12
〜
23
日
3
月
議
会
定
例
会
▼

17
日
大
滝
橋
開
通
式
▼
18
日
第
3
回
岡
田

み
な
と
祭
り
縁
日
／
パ
ブ
リ
ッ
ク
ロ
ケ
ッ

ト
打
上
げ
▼
19
日
第
一
中
学
校
卒
業
式
／

大
島
高
校
生
徒
レ
ポ
ー
ト
報
告
／
東
京
理

科
大
学
榎
本
教
授
／
教
育
委
員
会
会
議
▼

22
日
つ
ば
き
小
学
校
卒
業
式
／
元
町
港
商

店
会
陳
情
／
東
京
都
環
境
局
み
ど
り
環
境

課
／
ご
み
対
策
地
域
協
議
会
▼
23
日
医
療

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
／
2
0
1
2
伊
豆

大
島
ふ
れ
愛
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
開

会
式
▼
24
日
2
0
1
2
伊
豆
大
島
ふ
れ
愛

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
／
福
島
エ
イ
ド

表
敬
訪
問
▼
27
日
館
山
市
議
会
／
国
体
実

町
長
の
う
ご
き
3
月
１０
日
〜
4
月
9
日

行
委
員
会
総
会
／
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

教
育
関
係
者
送
別
会
▼
28
日
元
町
保
育
園

卒
園
式
／
防
災
実
務
者
会
議
▼
29
日
大
島

支
庁
異
動
挨
拶
／
防
災
講
演
会
▼
30
日
職

員
退
職
発
令
／
伊
豆
大
島
区
検
察
庁
離
任

挨
拶
▼
4
月
2
日
職
員
辞
令
交
付
／
東
京

電
力
東
京
支
店
大
島
事
務
所
▼
5
日
伊
豆

大
島
地
区
検
察
庁
就
任
挨
拶
▼
6
日
第
三

中
学
校
入
学
式
▼
8
日
第
5
回
桜
か
ぶ
祭

り
▼
9
日
つ
つ
じ
小
学
校
入
学
式
／
観
光

振
興
実
行
委
員
会
／
循
環
型
施
設
打
合
せ

﹇
島
外
﹈

▼
3
月
26
日
島
し
ょ
振
興
公
社
・
評
議
員

会
／
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
・

臨
時
会
／
離
島
セ
ン
タ
ー
臨
時
評
議
員
会

▼
4
月
１
日
全
国
鎮
守
の
森
相
撲
大
会
視

察
／
東
京
都
相
撲
連
盟
総
会
▼
4
日
東
京

都
環
境
局
／
順
天
堂
大
学
練
馬
病
院
▼
7

日
町
田
さ
く
ら
ま
つ
り

目標数　50,000人（単位：人）

16,229

344

552

17,125

24,568

319

626

25,513

149.0％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

24年 23年

平成24年3月の来島者数

平
成
25
年
歌
会
始

22
年
歌
会
始

年
歌
会
始

お
題
は
「
立
」

立
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

疲れていても
　ゴールは笑顔！

エイドで疲れを癒す

ふれ愛ランニング
　　　　　ストーリー
　3月24日（土）に2012伊豆大島ふれ愛ランニング
ストーリー・第8回伊豆大島ウルトラランニング
（100㎞・58㎞）および第6回伊豆大島一周マラソン
（42.195㎞）が開催されました。
　2年ぶりの開催となる今年は全国各地から802名も

の選手がエントリー。ウルトラランニングは夜明け前の午前5時につばき小学校
を、一周マラソンは午前9時にホテル白岩前を元気にスタートしました。
　参加した645名の選手たちは厳しい強風の中を励まし合い、自然や景色、エイ
ドでのグルメを楽しみながらゴールを目指しました。　
　アップダウンが激しい過酷なコースにも関
わらず、576名の選手が見事完走！完走者に

は新島ガラスのメダルが贈られました。
　多くのボランティアの方々と住民の皆さんのご協力・ご声援、
ありがとうございました。多くの選手か
ら励みになったとの声が聞かれました。

　参加して本当によかった。おもてなし
の心、厳しい自然、おいしい食べ物等、
大島の良さが凝縮され、存分に味わうこ
とができました。ありがとうございま
す。

一致団結した放水訓練

ウルトラなコースをウルトラな選手が走る！

消防訓練所長より表彰

一糸乱れぬ礼式

　
4
月
8
日
（
日
）

に
差
木
地
地
域
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
大
島
町
消
防
団
合

同
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
8
分
団
の
消
防
団
が
出
動
し
、

午
前
中
は
東
京
都
消
防
訓
練
所
教
官
に
よ

る
災
害
発
生
時
の
無
線
対
応
訓
練
と
消
防

の
基
礎
動
作
と
言
わ
れ
て
い
る
礼
式
訓
練

を
、
午
後
は
実
際
の
火
災
現
場
を
想
定
し

た
消
火
活
動
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
今
後
起
こ

り
う
る
大
地
震
・
風
水
害
・
火
災
に
対
応

す
る
た
め
、
一
致
団
結
し
熱
い
眼
差
し
で

訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
災
力
向
上
・
消
防
団
員
の
教

育
訓
練
指
導
に
貢
献
し
た
11
名
の
消
防
団

員
に
対

し
、
東

京
都
消

防
訓
練

所
長
よ

り
表
彰

状
が
授

与
さ
れ

ま
し
た
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト
！

私
設
エ
イ
ド
発
見
！

ハガキが届きました↓

災
害
に
備
え
消
防
団

合
同
訓
練
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●ま・ち・の・わ・だ・い

　
大
島
海
洋
国
際
高
校
3
年
生
の
沖
ノ
鳥

島
観
測
班
が
ま
と
め
た
「
沖
ノ
鳥
島
海
域

に
お
け
る
水
塊
特
性
に
関
す
る
研
究
」
が

ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

3
月
28
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
賞
は
日
本
海
事
広
報

協
会
の
主
催
に
よ
る
海
に
関
す
る
研
究
レ

ポ
ー
ト
を
審
査
す
る
も
の
で
、
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
受
賞
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
毎
年
4

月
に
実
施
し
て
い
る
大
島
丸
で
の
沖
ノ
鳥

島
周
辺
の
海
洋
観
測
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

「
北
太
平
洋
亜
熱
帯
モ
ー
ド
水
」
と
「
北

太
平
洋
中
層
水
」
と
い
う
2
つ
の
水
塊
が

存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
す
。

　
大
島
観
光
協
会
で
は
、
第
57
回
伊
豆
大
島
椿
ま
つ
り
の
一
環

と
し
て
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
気
仙
沼
大
島
に
や
ぶ
椿
の
苗
木

１
，
0
0
0
本
を
贈
呈
・
植
樹
し
ま
し
た
。

　
椿
が
あ
る
同
じ
大
島
と
い
う
こ
と
か
ら
、
災
害
復
興
の
た
め

の
産
業
支
援
策
と
し
て
行
わ
れ
、
3
月
13
日
に
観
光
協
会
・
商

工
会
・
椿
協
会
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
東
海
汽
船
に
よ
る

「
伊
豆
大
島
・
気
仙
沼
大
島
椿
訪
問
団
」
13
名
が
訪
問
。
島
の

南
側
に
あ
る
、
日
当
た
り
の
い
い
斜
面
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
気
仙
沼
大
島
で

は
5
月
6
日
ま
で

復
興
椿
ま
つ
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

復
興
と
と
も
に
椿

の
苗
木
が
大
き
く

育
ち
、
多
く
の
花

を
咲
か
せ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　
第
22
回
伊
豆
大
島
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ム
ラ
イ
ン
駅
伝
競
走
大

会
が
4
月
1
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
親
子
学
年
別
ハ

ン
デ
ィ
レ
ー
ス
お
よ
び
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
同
時
開
催
さ
れ
、
小

学
生
か
ら
80
歳
代
ま
で
の

3
0
0
名
以
上
が
参
加
。
こ
の

大
会
は
年
齢
別
タ
イ
ム
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
、
高

齢
の
方
に
も
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は
強
風
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
力

強
く
パ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
駆
け
抜
け
、
仲
間
へ
と
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
な
し
で
は
走
好
会
ド
リ
ー
ム
が
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
レ

ー
ス
で
は
東
京
レ

デ
ィ
ー
ス
Ａ
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
！

　
ま
た
、
親
子
レ

ー
ス
で
は
子
ど
も

が
ゴ
ー
ル
前
で
親

を
待
つ
姿
や
、
手

を
つ
な
い
で
仲
良

く
ゴ
ー
ル
す
る
ほ

ほ
え
ま
し
い
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
賞

優
秀
賞

伊豆大島から
　　気仙沼大島へ
やぶ椿の苗木を植樹

元気いっぱいに親子レーススタート！

スーパーあんこも参加！

サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ム
ラ
イ
ン

駅
伝
競
走
大
会

サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ム
ラ
イ
ン

駅
伝
競
走
大
会
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泉
津
・
岡
田
・
北
の
山
・
元
町
青
年
に
よ

る
縁
日
実
行
委
員
会
主
催
の
「
岡
田
港
み
な
と

祭
り
縁
日
」
が
3
月
18
日
（
日
）
に
岡
田
八
幡
神

社
参
道
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
に
よ
り
30
店
舗
が
出
店
。花
や
イ
チ
ゴ
の

苗
・
金
魚
す
く
い
・
わ
た
が
し
等
の
販
売
で

賑
わ
い
、Ｃ
級
グ
ル
メ
入
賞
団
体
の
出
店
も
あ

り
ま
し
た
。そ
の
他
に
若
い
衆
の
手
踊
り
も
あ

り
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！
食
の
お
祭
り
Ｃ

│

１
グ
ラ
ン
プ
リ
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る

事
が
で
き
ま
す
。

 

Ｃ
│

１
グ
ラ
ン
プ
リ
結
果

　
優
　
　
　
　
勝
　
イ
タ
リ
ア
ン
赤（
第
三
良
作
丸
）

　
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
　
穴
カ
サ
ゴ
の
唐
揚
げ（
天
古
舞
）

　
Ｍ
　
Ｖ
　
Ｐ
賞
　
ハ
ン
バ
お
に
ぎ
り（
民
宿
み
よ
し
）

　
敢
　
闘
　
　
賞
　
溶
岩
お
に
ぎ
り（
泉
津
く
ら
ぶ
）

今
年
も
大
盛
況
！
岡
田
縁
日

藤
倉
学
園
の
お
花
見
会  

義
援
金
を
被
災
地
へ

　
4
月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）
に
泉
津
福

重
の
桜
株
に
お
い
て
行
わ
れ
た
桜
か
ぶ
祭

り
は
、今
年
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し
た
！

　
大
島
名
物
の
長
寿
の
木
の
下
で
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
共
に
歌
あ
り
踊
り
あ
り
。そ

れ
は
ま
さ
に
楽
し
い
お
花
見
気
分
。

　
団
子
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
お
い
し
い
食

べ
物
や
飲
み
物
は
す
べ
て
手
作
り
で
、
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
が
い
っ
ぱ
い
。た
く

さ
ん
の
人
の
笑
顔
に
触
れ
合
え
る
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
１
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
大
島
藤
倉
学
園
お
花
見
会
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
と
し
て
募
金
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会
で
6
3
，
5
1
3
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
お
金
は
共
同
募
金
会
を
通
し
て
被
災
地
に
送
り
、
全
額
復
興
支
援
の
た
め
に
利

用
し
て
も
ら
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
大
島
藤
倉
学
園
】

　
井
澤
武
さ
ん
（
差
木
地
）
が
4
月
3

日
に
百
歳
を
迎
え
、
町
か
ら
お
祝
い
の

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お

孫
さ
ん
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
ち

ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
た
井
澤
さ
ん
は
、

外
に
出
た
り
本
を
読
ん
だ
り
も
す
る
そ

う
で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
！

井澤　武 さん
（明治45年4月3日生）

↓境内も大賑わい

↑若い衆の手踊り

桜
か
ぶ
祭
り

今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
〜
い
！
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　今年度最初の体育祭となる第56回大島町体育祭野球・バレーボール大会（中学
生の部）が第一中学校で行われました。
　4月14日（土）に行われたバレーボール大会では、3校接戦の末、三中が第48回大
会以来となる優勝を手にしました。
　また、雨天のため4月15日（日）の開催となった野
球大会では、一中と二中による優勝決定戦の結果、
見事一中が勝利し、優勝旗を奪還しました。

伊
豆
大
島
の
道
が

　
世
界
一
脚
作
り
に
適
し
た

　
　
　
　
　
コ
ー
ス
に
認
定
！

伊
豆
大
島
の
道
が

　
世
界
一
脚
作
り
に
適
し
た

　
　
　
　
　
コ
ー
ス
に
認
定
！

　
観
光
庁
ラ
ン
ナ
ー
ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
公
認
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
大
島
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
有
森
裕
子
さ
ん
を
中
心
と
し
た
ツ
ア
ー

が
組
ま
れ
、
2
月
19
日
・
20
日
に
「
伊
豆
大
島
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
認
定

ツ
ア
ー
＆
東
京
マ
ラ
ソ
ン
直
前
合
宿
」
と
し
て
来
島
。
2
日
間
か
け
て
大

島
を
一
周
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
認
定
し
ま
し
た
。

大
島
公
園
だ
よ
り

No.
164

島
公
園
で
は
、
3
月
か
ら
サ
ル
島
で

ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
の
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
シ

ュ
が
続
い
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
お
な
か

に
し
が
み
つ
い
て
い
る
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
も
う
少
し

し
た
ら
自
分
で
歩
き
回
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
所
に
登
っ
て
み
た
り
と
、
好
奇
心
い
っ
ぱ

い
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

て
、
今
年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
5
月
3
日
（
木
）
〜
5
日

（
土
）
に
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト

大さ

を
抱
っ
こ
し
た
り
、
イ
ン
コ
や
フ
ク
ロ
ウ
と

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
さ
ら
に
ラ
ク
ダ
や
な

か
よ
し
広
場
の
動
物
た
ち
に
餌
を
あ
げ
る
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
も

人
気
動
物
の
ア
ル
マ
ジ
ロ
を
触
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
!?

い
つ
も
よ
り

身
近
に
動
物

た
ち
と
接
す

る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
も
大
島

公
園
へ
！
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金
子
　
和
泉
ち
ゃ
ん
　
　
享
平
・
常
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
／
14
（
元
　
町
）

久
城
　
絆
ち
ゃ
ん
　
　
　
仁
貴
・
里
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
／
16
（
ク
ダ
ッ
チ
）

3
／
6
〜
4
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

い
ず
み

れ
い

［日時］5月20日（日）小雨決行　9:15～14:00頃まで　
［集合］月と砂漠ライン駐車場
［順路］駐車場→木星号下カルデラ内→B1火口→B2火口
　　　　→駐車場
［持参］雨具、防寒具、昼食、飲み物、手袋等
［条件］すべて自己責任、交通規則遵守、天候等都合
　　　　によりコース変更することがあります。
［問い合わせ］OWC大島ウォーキングクラブ
　　丸尾 時彦 ☎（4）0498　島田 幸子 ☎（4）0668
　　高橋 敏生 ☎（4）1271
［次回予定］6月17日（日）

＊裏三原山登山ウォーク＊

第168回 みんなで楽しく歩こう大島

　
舞
台
は
豪
華
な
ゲ
ス
ト
が
出
演
予

定
！
模
擬
店
も
多
数
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
6
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　
　
　
※
雨
天
中
止

﹇
場
所
﹈
大
島
恵
の
園
　
園
庭

﹇
内
容
﹈
模
擬
店
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー
、

　
　
　
　
ゲ
ー
ム
等

﹇
出
演
﹈ 

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
政
男
さ
ん

・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
な
が
吟
さ
ん

・
御
神
火
太
鼓
保
存
会

・
じ
ね
ん
じ
ょ
会

・
御
神
火
よ
さ
こ
い
舞
隊

﹇
主
催
﹈

　
社
会
福
祉
法
人
武
蔵
野
会
大
島
恵
の

　
園
・
第
2
大
島
恵
の
園

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
恵
の
園

　
　
　
　
木
村
　
☎
（
4
）
1
6
1
1

　
第
2
大
島
恵
の
園

　
　
　
　
福
田
　
☎
（
4
）
1
8
6
5

　
つ
ば
き
・
さ
く
ら
に
続
き
外
輪
山
を
彩

る「
お
お
し
ま
つ
つ
じ
」を
め
で
な
が
ら
、唄

や
踊
り
を
楽
し
み
、多
く
の
出
店
の
賑
わ
い

で
憩
う
催
し
を
開
き
ま
す
。春
の
一
刻
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
！
　

﹇
日
時
﹈5
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

﹇
場
所
﹈大
島
温
泉
ホ
テ
ル
つ
つ
じ
園

　
多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
5
月
5
日
（
土
）

　
　 

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

﹇
対
象
﹈
島
内
在
住
の
小
・
中
学
生

﹇
料
金
﹈
無
料

　
　
　 

（
１
人
１
ゲ
ー
ム
ま
で
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
勤
労
福
祉
会
館
　

　
　
　
　
　
☎
（
4
）
0
5
0
1

　
震
災
後
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
宮
澤

賢
治
の
心
を
音
楽
に
乗
せ
て
お
届
け
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

﹇
日
時
﹈
5
月
9
日
（
水
）
午
後
7
時

　
　
　
　
（
午
後
6
時
30
分
開
場
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
2
階

﹇
曲
目
﹈

　
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
・
ユ
モ
レ
ス
ク
・

　
宮
澤
賢
治
の
世
界
　
な
ど

﹇
入
場
﹈
無
料

﹇
主
催
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
㈱
椿
　
☎
（
2
）
5
0
9
1

椿
弦
楽
四
重
奏
団

　
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
宮
澤
賢
治
の
愛
し
た
譜
面
台
を
囲
ん
で
〜

﹇
後
援
﹈大
島
町
・
大
島
観
光
協
会
・

　
　
　
大
島
町
商
工
会

﹇
協
賛
﹈東
海
汽
船
㈱
・
東
汽
観
光
㈱

﹇
協
力
﹈大
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

　
　
　
伊
豆
大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

﹇
主
催
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
お
お
し
ま
つ
つ
じ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
大
島

　
　
　
　
　
　
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
内
藤
茂
男
　
☎（
2
）2
3
2
3

お
お
し
ま
つ
つ
じ
ま
つ
り
へ
の
お
誘
い

こ
ど
も
の
日

ボ
ウ
リ
ン
グ

無
料
開
放

こ
ど
も
の
日

ボ
ウ
リ
ン
グ

無
料
開
放

め
ぐ
み
ま
つ
り

開
催
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歌
っ
て
み
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方
等
、

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。楽
譜
が
苦

手
な
方
で
も
楽
し
く
歌
え
ま
す
。ま
た
、テ

ー
プ
で
の
練
習
や
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

声
を
出
す
と
健
康
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

﹇
日
時
﹈5
月
17
日（
木
）・
24
日（
木
）

　
　
　
　
　
31
日（
木
）

地
球
の
息
吹
を
感
じ
よ
う
！

伊
豆
大
島

　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
！

地
球
の
息
吹
を
感
じ
よ
う
！

伊
豆
大
島

　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
！

海
の
ふ
る
さ
と
村
自
然
教
室

﹇
内
容
﹈

　
平
成
22
年
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
大
島

ジ
オ
パ
ー
ク
！
過
去
の
噴
火
を
物
語
る

場
所
が
„ 

ジ
オ
サ
イ
ト
“
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
景
色
の
中
か
ら
ジ
オ

パ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

﹇
日
時
﹈
5
月
26
日
（
土
）
午
前
9
時

﹇
集
合
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
前

﹇
料
金
﹈
大
人
　
2
，
0
0
0
円

　
　
　
　
小
人
　
1
，
6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
付
き
）

﹇
最
小
催
行
人
数
﹈
5
名

﹇
申
込
締
切
﹈
5
月
22
日
（
火
）
正
午

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
4
）
1
1
3
7

　
今
年
、
日
本
で

25
年
ぶ
り
と
な
る

金
環
日
食
が
見
ら

れ
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
5
月
21
日
（
月
）

　
　
日
食
始
め
　
　
　
午
前
6
時
17
分

　
　
金
環
日
食
始
め
　
午
前
7
時
29
分

　
　
日
食
最
大
　
　
　
午
前
7
時
32
分

　
　
金
環
日
食
終
り
　
午
前
7
時
34
分

　
　
日
食
終
り
　
　
　
午
前
8
時
59
分

※
時
間
は
国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ

　
ー
に
よ
る
静
岡
の
も
の
で
す
の
で
、
大

　
島
で
は
多
少
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り

　
ま
す
。

﹇
注
意
﹈

・
太
陽
を
そ
の
ま
ま
直
視
し
た
り
、
下
敷

　
き
・
す
す
を
付
け
た
ガ
ラ
ス
・
サ
ン
グ

　
ラ
ス
な
ど
を
通
し
て
直
視
し
た
り
す
る

　
こ
と
は
危
険
で
す
。
網
膜
を
傷
つ
け
た

　
り
失
明
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　
す
。

・
日
食
用
の
遮
光
板
・
専
用
グ
ラ
ス
等
を

　
用
い
て
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ピ

　
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
や
木
漏
れ
日
を
用
い

　
る
間
接
的
な
観
察
方
法
も
安
全
で
す
。

大
島
高
校
公
開
講
座

　
現
地
で
得
た
情
報
や
生
活
し
た
経
験

話
、
そ
の
国
の
ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
作
り
を

通
し
て
、
外
国
と
日
本
の
文
化
の「
違
い
」

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

﹇
日
程
・
内
容
﹈

　
①
6
月
9
日（
土
）講
義

　
②
7
月
14
日（
土
）料
理

　
③
10
月
13
日（
土
）講
義

　
④
11
月
24
日（
土
）料
理

﹇
時
間
﹈

　
①
③
午
後
１
時
〜
3
時

　
②
④
午
前
11
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
所
﹈大
島
高
校

﹇
講
師
﹈本
校
教
諭
　
吉
岡
・
務
台

﹇
対
象
﹈都
内
在
住
ま
た
は
在
勤

﹇
定
員
﹈25
人（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

﹇
費
用
﹈受
講
料
　
　
１
，0
0
0
円

　
　
　
教
材
費
　
　
１
，0
6
0
円

﹇
申
込
方
法
﹈（
い
ず
れ
か
で
）

①
本
校
経
営
企
画
室
（
事
務
室
）
窓
口
に

　
あ
る
申
込
用
紙
に
て
申
し
込
み
。

②
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　
電
話
番
号
・「
公
開
講
座
『
異
文
化
理

　
解
と
外
国
の
料
理
教
室
』」
と
明
記
し

　
て
郵
送
。

③
大
島
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
子
申

　
請
）に
よ
り
申
し
込
み
。

﹇
申
込
期
間
﹈

　
5
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）必
着

﹇
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
〒
1
0
0
│

0
1
0
1

　
大
島
町
元
町
字
八
重
の
水
１
２
７

　
東
京
都
立
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
3
1

　
　
公
開
講
座
担
当
　
土
屋

　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
9
時

﹇
場
所
﹈さ
く
ら
小
学
校

﹇
指
導
﹈大
久
保
省
三
先
生

　（
大
島
高
校
出
身
・
芸
大
声
楽
科
卒
業
）

﹇
曲
目
﹈私
は
椿
・
愛
は
勝
つ
・

　
　
　
小
さ
な
世
界
　
予
定

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈福
本
洋
祐

　
☎
0
9
0
│

4
0
1
7
│

1
5
6
9

異
文
化
理
解
と

　
　
外
国
の
料
理
教
室

金
環
日
食
を
見
よ
う
！
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東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
島
じ
ま
ん
2
0
1
2

　
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
9
町
村
が

島
の
魅
力
を
紹
介
す
る
た
め
、
2
年
に
一

度
「
島
じ
ま
ん
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
島
の
魅
力
を
見
て
・
食
べ
て
・
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
都
内
近
郊
に
お
住
ま
い
の

知
人
・
友
人
に
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈

　
5
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

﹇
場
所
﹈
竹
芝
桟
橋
・

　
　
　
　
　
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

　
新
中
央
航
空
の
大
島
〜
調
布
定
期
路
線

で
は
、
相
次
ぐ
燃
料
費
の
値
上
げ
に
も
関

わ
ら
ず
運
賃
を
抑
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
幅
な
赤
字
が
長
年
続
い
て
お
り
、

路
線
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
赤
字
を
縮
小
し
、
大
島
〜
調
布
路
線
を

維
持
継
続
す
る
た
め
、
6
月
１
日
よ
り
運

賃
を
値
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
新
中
央
航
空
　
☎
（
2
）
1
6
5
1

○
右
岸
㊤
㊦
・
左
岸
㊤
㊦

﹇
著
者
﹈辷
仁
成

　
　
　
江
國
香
織

﹇
発
行
﹈集
英
社

隣
同
士
に
住
む
少
年
と

兄
妹
の
運
命
と
生
涯
。

二
大
著
者
の
共
作
。

○
写
真
記
録
　
東
日
本
大
震
災

　
　
3
・
11
か
ら
の
軌
跡

○
検
証「
大
震
災
」

　
　
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

﹇
発
行
﹈毎
日
新
聞
社

　
震
災
の
現
実
と
真
実
を
伝
え
る
2
冊
。

○
痛
み
解
消
！
ひ
ざ
体
操

﹇
監
修
﹈中
川
匠

﹇
発
行
﹈Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

症
状
に
合
わ
せ
て
で
き     

る
お
手
軽
体
操
！

○
糀
屋
本
店
の
塩
麹
レ
シ
ピ

﹇
著
者
﹈浅
利
妙
峰

﹇
発
行
﹈Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

塩
・
だ
し
い
ら
ず
の
魔

法
の
調
味
料
を
使
っ
た

お
い
し
い
レ
シ
ピ
。

○
地
球
動
物
図
鑑﹇

監
修
﹈フ
レ
ッ
ド
・
ク
ッ
ク

﹇
日
本
版
監
修
﹈山
極
寿
一

﹇
発
行
﹈新
樹
社

陸
か
ら
海
ま
で
す
べ
て
の

動
物
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
。

○
花
粉
症
の
ひ
み
つ

﹇
漫
画
﹈も
ち
つ
き
か
つ
み

﹇
発
行
﹈学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

 

花
粉
症
の
原
因
・
し
く
み
と
対
処
法
。

☎（
2
）2
3
9
2

　
大
島
高
校
で
は
図
書
館
の
一
般
開

放
を
行
っ
て
い
ま
す
。読
書
は
も
ち

ろ
ん
、
調
べ
物
や
各
種
勉
強
等
に
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
日
程
﹈

　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

　（
年
末
年
始
、学
校
祭
等
を
除
く
）

﹇
場
所
﹈

　
大
島
高
校
図
書
館

﹇
対
象
﹈

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

﹇
貸
出
し
﹈

　
身
分
証
明
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

・
2
週
間
以
内
、3
冊
ま
で

・
新
着
図
書
等
禁
帯
出
本
を
除
く

※
蔵
書
整
理
期
間
等
に
よ
り
貸
し
出

　
し
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
利
用
の
際
に
は
「
利
用
に
つ
い

　
て
の
お
願
い
」
を
お
守
り
く
だ
さ

　
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
3
1

大
島
高
校
図
書
館

一
般
開
放

新
中
央
航
空（
調
布
便
）6
月
よ
り
運
賃
値
上
げ

大人

小人

島民割引

障害者、戦傷病者

往復割引

（１枚あたり）

回数券（５枚）

（１枚あたり）

11,500円

8,000円

9,900円

8,600円

21,400円

10,700円

49,000円

9,800円

12歳以上

3歳以上12歳未満

在島証明書等提示

障害者手帳提示

12歳以上で発行日
より30日以内に
同一路線を利用

旅客区分 新運賃 備　考

12歳以上で発行日
より90日以内に
同一路線を利用
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3
／
6
〜
4
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

今
野
喜
三
郎
さ
ま（
80
・
元
　
町
）
3
／
6

土
屋
　
幸
子
さ
ま（
73
・
差
木
地
）
3
／
6

増
木
　
為
行
さ
ま（
89
・
野
　
増
）
3
／
6

高
山
　
昭
治
さ
ま（
81
・
ク
ダ
ッ
チ
）
3
／
7

塚
本
　
和
雄
さ
ま（
70
・
波
浮
港
）
3
／
7

髙
橋
　
モ
ヨ
さ
ま（
101
・
岡
　
田
）
3
／
10

阿
部
ツ
ル
子
さ
ま（
83
・
元
　
町
）
3
／
16

山
本
　
兼
義
さ
ま（
81
・
野
　
増
）
3
／
18

井
澤
喜
久
代
さ
ま（
73
・
差
木
地
）
3
／
18

土
屋
　
せ
つ
さ
ま（
92
・
ク
ダ
ッ
チ
）
3
／
19

秋
廣
　
総
子
さ
ま（
97
・
ホ
ー
ム
）
3
／
19

平
　
　
泰
枝
さ
ま（
58
・
波
浮
港
）
3
／
22

植
松
　
好
枝
さ
ま（
80
・
北
の
山
）
3
／
25

小
倉
　
幸
子
さ
ま（
63
・
岡
　
田
）
3
／
25

飯
田
　
善
夫
さ
ま（
79
・
元
　
町
）
3
／
26

丸
茂
　
照
義
さ
ま（
80
・
ク
ダ
ッ
チ
）
3
／
29

笹
原
　
一
男
さ
ま（
86
・
野
　
増
）
3
／
30

沖
山
　
正
一
さ
ま（
83
・
波
浮
港
）
3
／
31

太
田
か
よ
子
さ
ま（
83
・
北
の
山
）
3
／
31

長
尾
　
久
子
さ
ま（
84
・
元
　
町
）
4
／
2

植
村
　
繁
子
さ
ま（
87
・
ホ
ー
ム
）
4
／
4

友
引
の
日
の
火
葬
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8
:55発

10:45着
    9:35着
10:10発

●ＡＮＡ予約・料金・問い合わせ
　☎0570（029）222
●貨物運航等のお問い合わせ（8時45分～17時）
　☎（2）2337

※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通りいただ
　けるよう余裕をもって空港へお越しください。

航空便発着時刻表5月1日～31日

㈰
ま
で
の
晴
れ
た
日
に
は
、空
港
の

空
に「
こ
い
の
ぼ
り
」が
お
よ
ぎ
ま
す
！

5
6

東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル

　
ご
利
用
時
の
お
願
い

　
い
つ
も
「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。座
席
の
有
効
利
用
の
た
め
、
次
の
点
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
不
用
に
な
っ
た
予
約
は
、直
ち
に
キ
ャ
ン

　
セ
ル
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
搭
乗
前
日
に
は
、確
認
の
電
話
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

③
重
複
予
約
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

必
要
と
さ
れ
る
お
客
様
が
待
っ
て
い
ま
す
！

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
邦
航
空

　
　
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
0
4
9
9
6（
2
）5
2
2
2

　
　
問
い
合
わ
せ

　
　
　
☎
0
4
9
9
6（
2
）5
2
0
0

﹇
日
時
・
場
所
﹈5
月
6
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
差
木
地
公
民
館

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
　
北
の
山
公
民
館

　
心
身
共
に
ス
ッ
キ
リ
元
気
に
な
る
、
太
極
拳
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操
で
す
。
上

履
き
と
タ
オ
ル
を
一
本
用
意
し
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
次
回
予
定
﹈6
月
3
日（
日
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈　〈
南
部
〉中
田
　
☎（
4
）1
0
2
1

　
　
　
　
　
　
　〈
北
部
〉日
吉
　
☎（
2
）0
6
7
5

「
元
気
で
長
生
き
、
太
極
拳
」

赤

木

先

生

の

﹇
内
容
﹈
さ
し
木
と
鉢
づ
く
り

﹇
日
時
﹈
5
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
宮
脇
四
郎
　
☎
（
2
）
1
8
2
4

　
　
― 

お
詫
び
と
訂
正 

―

　
4
月
号
の
住
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し

て
い
る
ゴ
ミ
収
集
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　
　
　
5
月
6
日
（
日
）

　
　
　
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
全
地
区
収
集

　
　
　
5
月
7
日
（
月
）

　
　
　
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
全
地
区
収
集

　
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
訂
正
し
ま
す
。

誤正
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広報

2012年
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5月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.547

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

国体対策室

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0035

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー May（皐月）5月5月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

6

3

10

17

24

31

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

大
島
の
安
全
を

　
　
守
る
た
め

＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
4
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,457世帯
780 〃 
458 〃 
225 〃 
328 〃 

1,036 〃 
420 〃 

4,704世帯
4,730世帯

2,650人
1,430〃　   
878〃　
408〃　
562〃　
1,767〃　
648〃　

8,343人
8,483人

大島町の世帯と人口
（24・4・1）

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所（～16日）

御神火温泉休館御神火温泉休館

5月30日は
ごみゼロの日！

ごみの減量化と
環境美化に努めましょう!

行政相談 農業委員会

軽自動車税・
固定資産税第１期
　　　　　納付期限

バレーボール大会
　　　（婦人の部）

ゲートボール大会
海ふる自然教室

火山博物館休館 法律相談火山博物館休館

（6月）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4
北・野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

波

波

波

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

波

海・大

海・大

南部

南部

北部

海・大北部

海・大

海・大

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

広
報
19
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、

　
　
　
　
　
安
全
に
観
察
し
ま
し
ょ
う
！

　ウルトラランニングの取材をしていた
時のこと。フルマラソン以上の距離を走
るこの大会では、選手が互いに励まし合
って共にゴールを目指していました。普通
のマラソン大会ならばライバル同士のは
ずです。カメラを向けると笑顔をみせてく
れた選手たち。見ている者の心にも多く
のことを伝えてくれました。㋐

5
月
21
日
（
月
）
の
朝
　
金
環
日
食
を
見
よ
う

みどりの日
こども
の日

憲法
記念日

燃やせるゴミ
全地区収集

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

大島町消
防団

合同訓練
大島町消

防団

合同訓練


